
（別紙３）

～ ２０２５年　１１月　２１日（金）

（対象者数） ２３名 （回答者数） ２２名

～ ２０２５年　１２月　１日（月）

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

今後も現在の支援を継続して実施していけ
るよう職員配置の見直しなどを随時行うよ
うにしていく

就学指導の情報や、就学後の地域の小学校
の情報などを積極的に職員間で収集し、保
護者に提供していく

2

個別療育プログラムは複数の職員の意見を
取り入れながら決める、集団療育での設定
遊びは担当職員を持ち回りにすることで支
援内容のマンネリ化を防ぐとともに各職員
がお子さんひとりひとりに合わせた支援を
考える機会を設けていく

3
今後も職員の意見を聞きながら随時職場環
境の見直しを実施していく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

個別療育のみの保護者に対しても、保護者
からの希望があった場合には保護者同士で
の交流ができる場の設定を行えるよう努め
ていく

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

保護者交流が少ない

集団療育に参加している保護者に関しては、集団
療育時間中に保護者同士で交流する機会もある
が、個別療育しか利用していない保護者は他の保
護者と交流する機会がない

保護者同伴での療育であること

療育中にお子さんの様子についての解説やアドバ
イスを実施すること

療育時間中であればいつでも保護者が職員と話が
できるよう随時相談を受けられる職員体制を整え
ている

集団療育中に保護者同士の交流や意見交換ができ
るような場を設定している

就学先について、就学後の進路についての説明を
早い段階（年少～年中児）から保護者に説明して
いる

職員全員が個別・集団療育において
リーダー・サブリーダーの役割を果
たすことができること

朝昼2回の打ち合わせ以外にも日頃から職員間で
支援についての意見交換や助言などを行うこと
で、職員ひとりひとりが意識的にお子さんに関わ
れるよう努めている

その日の療育内容について職員同士で意見を出し
合い、次回の療育内容をどうするかの意見交換を
実施している。

働きやすい職場環境であること

１日の仕事のスケジュール（療育業務、記録・事
務業務、翌日以降の療育準備時間等）が各職員ご
とに決められているため、見通しを持って仕事が
でき、日々の残業がない。

個別担当制ではなく複数職員で療育を実施するた
め一人で悩まず相談しながら支援内容を考え、実
施することができる。

２０２５年　１１月　２５日（火）

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 ２０２５年　１２月　４日（木）

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 児童発達支援　すぴーる

○保護者評価実施期間 ２０２５年　１１月　４日（火）

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


